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推定値:θ 入力画像の角度:in 学習した画像枚数 :θˆ
精度評価





















(COIL-20 obj 4) サンプル数が少なくなる
につれて精度が悪くなる
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まとめ
学習サンプル数変化による検討
－物体により精度が変化
－サンプル数が少ない場合より多い場合が精度が悪くなる物体
の存在
画像間の相関の検討
－推定精度がサンプル数だけでなく学習するサンプルにより影響
今後の課題
－相関を考慮した学習サンプル決定基準の開発
－自由度の増加
